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Ⅱ 生態系の多様'1生研究グループ

一事業樵進把当者研究概要一

一炭酸システムの動態解析一地球環境；舌勤とサンゴ`礁生態系の応答

大森保(理学部海洋自然科学科｡教授） 藤村弘行､新垣雄光､米蔵誠哲(協力研究員）

サンゴ礁は､熱帯‐亜熱帯の貧栄責の浅海域に

多様な生物が共生し､高い生物生産'件をもつ生物

圏である｡人間活動によって大気中に放出された

大量の二酸化炭素によって地球温暖化の傾向が

急速に進行しつつあり､海洋の酸性化による生態

系の激変の可能性が示唆されている｡サンゴ礁は

陸｡海｡空との境界に分布し人間活動や環境変動の

影響を受けやすい｡サンゴ礁における生物活動と

人間活動や地球環境変動のダイナミックな相互

関係を物質循環の観点から追究した。

(1)サンゴ礁における炭酸系変動の長期観測と解析

(2)サンゴ礁生物の骨格形成と環境応答

(3)サンゴ礁における有害化学物質のインパクト

(4)サンゴ礁-海底熱水系の生物多様'性
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海水中のＣＯ２分圧の周期

図,瀬底島サンゴ礁のpCO2周期解析(2006年）
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2｡サンゴ礁生物の骨格形成と環境応答

(大森､森､広澤､高江洲､アジズール､アーミド）

サンゴ礁生物の骨格形成の多様'|生は､進化の過

程で得た生命と環境との密接な関係を示唆する。

軟体サンゴは､長さ05-005ｍｍの小骨片を内骨

格として形成する｡軟体サンゴの骨片に含まれる

新規の基質タンパク質の分離抽出に成功し､炭酸

塩骨格の形成に与える効果を試験した。

新規タンパク質はアスバラギン酸を多く含み､カ

ルシウム結合性と炭酸脱水酵素活性をもってお

り､生成する炭酸塩鉱物の種類､形態､化学組成、

生成速度を制御できる｡基質タンパク質は､海洋の

酸'}生化などの環境変化に対する骨格形成過程の

応答を制御する重要な鍵機能を有する。

1.サンゴ礁における炭酸系変動の長期観測と

解析(大森､藤村､桑野､羽野）

サンゴ礁における炭酸システムの時系列変動を

観測するために潮流を考慮した1次元ポックスモデ

ルを構築し､瀬底島サンゴ礁において経年的な約

10年間の長期観測を実施した｡石灰化過程を観測

するためにはアルカリ度の正確な観測が必要で

あり､現場設置型の全アルカリ度自動分析装置を

開発し有効性を試験した。

サンゴ礁海水のPCO2やpHは主として生物活動

や潮流等の気象｡海象の影響などの影響を受けて

様々な周期的な時系列変動を示す｡瀬底島にお

いて2005年１月～2006年12月までの1年間､15分

ご`とに観測されたPCO2変動の周期解析の結果を

示す(図1)｡生物活動と月の周期は､初臺の満月の

夜にサンゴの一斉産卵がおこなわれるなど密接

な関係があるが､ＰＣＯ２やｐＨなどの海水の化学的

な性質についても､太陽周期だけでなく､月の周

期に影響された変動を示すことがわかった。
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図２軟体サンゴＬｃ'1assumの骨片のSEM写真
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研究紹介Ｉ
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図４海洋ウイルス及びバクテリアの蛍光顕微鏡

写真(構造の無い小さな輝点がウイルス）

図３硬骨海綿ＡＷｂﾉﾉs/の軟X線写真

海洋生物の骨格や殻の多くは炭酸塩鉱物で形

成されており､海洋古環境を復元する指標として

利用される｡曰射の弱い洞窟や深い海に生息する

硬骨海綿の骨格年輪の有効'|'生について解明した。

西太平洋に生息する硬骨海綿A｣/VeﾉﾉS/は､高Ｍｇ

カルサイトの骨格を形成し､成長速度が遅く

(05-1.3ｍｍ/年)､鉛やプルトニウムなどの重金属

を濃縮し､過去100年程度の人間活動の影響を解

析する有効な指標になる｡硬骨海綿の骨格年輪に

記録された過去70年間のdl3Cl直は1960年代以降

に急激に減少しており､化石燃料起源の二酸化炭

素が大量に海洋表層に侵入したことを示す｡また

琉球列島のサンゴや硬骨海綿の骨格年輪に記録

された240Pu／239Pu比の経年的な変動は、

1950-1060年代におこなわれた南太平洋や高緯

度における核実験の影響の変化を示唆しており、

北太平洋における海流変動の指標になり得る。

4.サンゴ礁と竹富海底温泉一サンゴ礁環境

の多様性(大森､山本､野□､佐野､伊藤）

石西礁湖の東端のサンゴ礁海底に直径約50ｍ

のスリバチ状の凹地があり､メタンガスや硫化水

素ガスを伴って温泉水が湧出する｡サンゴ礁‐海底

熱水系の生物多様性に関する地球物理､地球化

学､微生物に関する6回の合同調査をおこなった。

温泉水湧出□周辺は､メタン酸化菌などの化学

合成細菌や､近赤外光を利用して酸素発生型の光

合成をおこなう特異なワ□□フィルdが温泉水湧

出□周辺にﾎｯﾄスポット的に存在することが確認

された｡メタンガスが発泡するスリバチ状凹地の

周辺部では元気なサンゴが点在し､その周辺では

健全なサンゴ礁が分布する｡化学合成生物群集と

光合成生物群集が共存する特異なシステムが形

成されている。
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インパクト(大森､新垣､米蔵､藤村､タエマ、

シェイク､樋□）

人間活動によってサンゴ礁に供給される有害化

学物質の環境動態とリスク評価をおこなった｡船底

塗料に利用された有機スズ化合物やその代替品で

あるプウ□ソ､イリガ□－ルおよび有機塩素系農薬

の動態調査とリスク評価をおこなった｡特にゾウ□

ソはサトウキビ値何期の効果的な除草剤として大

量に使用されており注目される。

また､新垣等および米蔵を中１，にそれそ$れ活性

酸素種の環境動態とリスク評価および海洋ウイル

スについて研究された｡海洋ウイルスは海洋バクテ

リアの約10倍存在しており､海洋バクテリアは分解

して炭素を放出する｡海洋ウイルスの存在鬘は海洋

の炭素循環の推定に重要といえる。
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図５竹富海厩帛泉の凹地と健全ならbﾉｺﾞ礁鋤寛界部
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